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南
カ
リ
フ
ォ
ルニ
ア
に

は
も
う
夏
の

陽光が
そ
そ

い
で
い
る。
二
月
下
旬
に

本
務枝
〈
東
外
大〉
の
学

位

論文審査
な
ど
の
た
め

一
時
帰
国
し
た
前
後
に
体

調
務局
し、
一
カ
月
余
の

入
院・

軍備
を
経
て
サ
ン

ディ
エ
ゴ
に
戻っ
て
来
た

た
め
か、
一
点
の
震
も
な

く
晴
れ
わ
た
る青
空
の
も

と、
枝
ぷ
り
の
良
い
樹
木

の先端
に
濃
い
朱
色
の
大

輪
の
花
を
ち
り
ば
め
た
珊

瑚樹
〈コ
ー
ラル・
ト
ゥ

リ
l〉
が
映え
る
風
景
は、

い
さ
さ
か臨し
す
ぎ
る。

今
日
四
月
十
七
日
は
土

曜
日
で
休
日。
病
み
あ
が

り
の
私
の
健
康
管
理
に
来

て
く
れ
て
い
た
次
女が
帰

国
す
る
の
で、
朝
早
く
に

包藩へ
息詰っ
て
か
ら、

新聞
ス
タ
ン
ド
で
『
タ
イ

ム』
と
『
U・
s・
ニ
ユ 嶺雄一

ー
ズ・
ア
ン
ド・
ワ
ー
ル

ド・
リ
ポ
ー
ト』
の
二
誌

を
買っ
た。
い
ず
れ
も表

紙
に
「ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
l

天
使
の
都市
が
地獄へ
行

く
？
（
L
O
S
A
N
G

E
L
E
S－－
I
s
t
h
 

e
c－－
t
y
o
f
 

An
ge
l
s
G
o
i
 

n
g
t
o
H
e
l
l
 

？
と、
「
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
人
種
（
R
a
c
e
o

n
C
a
m
p
u
s）」

と
今
週
の
カ
パ
l・
ス
ト

ー
リ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
イ
ラ

ス
卜さ
れ
て
い
る
の
が
自

に
つ
い
た
か
ら
で
あ
る。

私
の
住む
テ
ラ
ス
に
戻

っ
て
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と、
C
N
N
のヘ
ッ
ド
ラ

イ
ン・
ニュ
ー
ズ
は、「
分

か
れ
た
判
決
（
T
h
e

s
pi
i
t
v
e
r
d
 

i
c
t〉」
と
題
し、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
黒
人
殴
打事

件
の
連
邦地
裁
に
よ
る表

決
結
果
を、
興
奮
し
た
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声
で
伝
え

て
い
た。
黒
人
青
年
を
不

当
に
殴
打
し
た
四
人
の
警

官
の
う
ち
主
犯
の
二
人

は、
公
民
権
侵
害
で
有罪

と
の
判
決
が
伝
わっ
た
瞬

一中崎

聞
の
黒
人
た
ち
の
歓
喜
の

表
情、
社
会正
聴が
実
現

し
た
と
い
う
黒
人
指
導
者

の
見
解、
ア
メ
リ
カ
の
司

法制度は
健
全
だ
と
い
う

識者
の声、
表
決
に
満
足

の
意
を表
す
る
黒
人
の
ブ

ラッ
ド
レ
ー－
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市長
や
ク
リ
ン
ト
ン

米大統領
の
言
葉
な
ど
が

次
々
と
画
面
を走
る。

だ
が、
こ
う
し
た
表
決

支持一
色
の
テ
レ
ビ
を
見

な
が
ら、
私
は
逆
に、
ァ

に
出
て
い
た
よ
う
に、
も

し

も連邦地裁
カ

有罪判

決
を
下さ
な
かっ
た
ら、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
は
死
者
五

十
数
人
事曲
し
た
昨
年
四

月
の

暴動以
上
の
騒乱
に

陥
り、
や
が
て
全
米
の
主

要都市
に
そ
れ
が
広
がっ

た
か
も
し
れ
な
い。

古
く
か
ら

尋府」
と

呼ば
れ
て
日
本
人
に
は
ゆ

か
り
が
深く、
全
世
界
で

た
だ一
つ
リ
ト
ル・
ト
ウ

キョ
ウ
（

小東京〉
を
持

た
デ
ズニ
l・
ラ
ン
ド
な

ど
が

散在す
る
こ
とは、

フ
リ
l
ウェ
イ
網
が
四
通

八
達
し
た
こ
の

都市を一

稲
の
。
ド
ラ
イ
ブ・
イ
ン

・
シ
ティe
と
し
て
発
展

さ
せ、
土
地
の狭
いニュ

ー
ヨ
ー
ク
が
摩
天
楼
に
よ

っ
て
高
く
伸
び
た
の
と
は

対
照
的
に、
広
大
な
平
面

安々決
に
都
市化
し
て
い

っ
た。
そ

の意味
で
はロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
こ
そ、
最
も

ア
メ
リ
カ
的
な

近代都市
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メ
リ
カ
社
会
の
深
刻
な
デ

ィ
レ
ン
マ
を
よ
り一
層
強

く
感
じ
ざ
る
を
得
な
かっ

た。
つ
ま
り
社
会
の
正
論

な
い
し
は
公
論
と
し
て

は、
い
ま
や
人

警請が

世
を
あ
げ

て排斥
さ
れ
て

い
る
の
に、
ア
メ
リ
カ
の

人
種
問題、
と
く
に
黒
人

問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻化

し
て
い
る
こ
と

を実際
に

は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で

あ
る。
そ
れ
ゆ
え、
今
回

の
表
決
は
「
政
治
的
判
決

で
あ
る」
と
の
声
が一
部

つ
全
米
第二
の
大
都
市ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
は、
『
タ
イ

ム』
が
指摘
し
て
い
る
よ

う
に、
人

種摩援
の
「
癒

え
な
い
傷」
に
憎
ん
で
い

る
の
だが、

過去数十今年

間
は、
ア
メ
リ
カ
ン・
ド

リ
ー
ム
の
実

る場所、
光

り穆＼
明
日
の
都
市
で
あ

っ
た。
銀
幕
の
ス
タ
ー
た

ち
のハ
リ
ウッ
ド、
夢
を

か
な
え
た
人
び
と
の
豪
邸

が
並
ぶベ
パ
リ
l・
ヒ
ル

ズ、
そ
れ
に
ア
メ
リ
カ
に

し
か
出
来
な
い
と
思
わ
れ

だ
と
い
え
よ
う。
そ
のロ

サ
ン
ゼ
ル
ス

が規程、
ハ

リ
ウッ
ド
の
凋
落
や
入

場者
減少
に
悩む
デ
ズニ

l・
ラ
ン
ド
に
比
例
し
て

次
第
に
都市
砂
漠
と化
し

つ
つ
あ
り、
治
安
も
極
端

に
悪
化
し
て、
リ
ト
ル・

ト
ウ
キョ
ウ
周
辺
のダ
ウ

ン
タ
ウ
ン
を
そ
ぞ
ろ歩
き

す
る
こ
と
な
ど
は

到岳山

来
な
く
な
っ
て
し
まっ

た。
私
は
今
週
も
緊
張
す

るロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を見
て

き
た
が、
中
心
部
の
大
半

は
い
ま
やニュ
ーヨ
ー
ク

のハ
l
レム
同
様
の
黒
人

社
会
と
な
り、
白
人
た
ち

は
ほ
と
ん
ど
寄
り
つ
か

ず、
街
頭
に
は
ホ
1
ム
レ

ス
の
黒
人
た
ちが
溢
れ
て

い
る。アメ
リ
カ
史
を
ひ
も
と

け
ば
明
らか
な
よ
う
に、

も
と
も
とカ
リ
フォ
ルニ

ア
はゴ
ー
ル
ド・
ラッ
シ

ュ
に
あ
り
つ
こ
予と
し
た

中
西
部
や一
部
東
部
か
ら

の
「一涜
れ
者」
の
世
界
で

あ
り、
そ
れ
に
メ
キ
シコ

か
A北
上
し
た
ラ
ティ
ノ

l
ス
た
ちが
合
涜
し
て
出

来上
がっ
た
社
会
で
あ
る

だ
げ
に、
人

種的偏見が

最
も
少
な
い
州
で
あっ

た。
だ
か
ら、
カ
リ
フォ

ルニ
ア
で

大成型乞
と
げ

つ
つ
あっ
た
日
本
人
移
民

を一
九二
四
年
の
排
日
移

民
法
で
普斥
し、
第二
次

大戦中
に
は
日
系米
人
を

戦
時
収
容
所へ
収容
し
た

こ
事官
例
外
と
すれ
ば、

ゴ
ー
ル
ド・
ラッ
シュ
や

大陸横断鉄道
建設
の
時

期
に
中
国
か
ら「
苦
力（
ク

l
リ
！
と
と
し
て
入っ

て
き
た
中
国
人、
最
近
で

は
大
量
の
ヴェ
ト
ナム
難

民
や
急増
の
最
も著
し
い

韓
国
人
ら
の
ア
ヲ
ア
系
と

も共存出
来
る
平
等社
会

だっ
た
の
で
あ
る。

と
こ
ろ
が
最近
のロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
に

見られ
る
よ

う
に、
い
わゆ

る人種的

事。
分
げ
（
s
e
gr
e

ga
t
i
o
n）
が
進
み、

そ
れ
は、
『
U・
s－
ニ
ュ

ー
ズ・
ア
ン
ド・
ワ
ー
ル

ド・
リ
ポ
ー
ト』
が
群
し

く
報
じ
て
い
る
よ
う
に、

学
校

や大学
で
も
よ
り一

層
顕
著に
なっ
て
き
て
い

る。

私が
い
ま
教
え
て
い

る
U
C
S
D
は
カ
リ
フォ

ルニ
ア
大
学
の
な
か
で
も

最
も
黒
人
が
少
な
い
キャ

ン
パ
ス
だ
と
い
え
よ
う

が、
つ
い
先日
も、
大
学

院に
在籍
し
て
い
た
数少

な
い
黒
人
学生
の一
人
が

辞
め
て
いっ
た。
彼
に
と

っ
て
は、
こ
の
明
る
い
キ

ャ
ン
パ
ス
の
も
と
で
も、

自
分
の
居
場所
が
まっ
た

く
な
かっ
た
の
で
あ
る。
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